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第８章　総合的な学習の時間

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　今回の学習指導要領改訂で、目標が新たに示された。
　

　総合的な学習の時間の指導では、「知識及び技能」が習得されること、「思考力、判断力、表現力
等」を育成すること、「学びに向かう力、人間性等」を涵養することが偏りなく実現されるように
することが大切である。
２　指導計画作成の一般的な手順　※次項の【図１】を参照。
　指導計画には、全体計画と年間指導計画とがある。全体計画は、総合的な学習の時間の教育活
動の基本的な在り方を示すものである。年間指導計画は、全体計画を踏まえ、学習活動や実施時期、
時数等を示すものであり、具体的には１年間の時間的な流れの中に単元を位置付けて示すとともに、
必要に応じて他教科等との関連も書き入れていく。目標及び内容、学習活動、指導方法や指導体制、
学習の評価の計画等については、全体計画と年間指導計画のどちらかにおいては、明示する必要が
ある。
３　指導計画作成に当たって留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　障害等のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指
導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　探究の過程（①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現）を一層質的に
高めていくこと。「主体的な学び」には、課題設定と振り返りが重要であること。「対話的な学
び」には、多様な他者と力を合わせて課題の解決に向かうことが欠かせないこと。多様な他者と
対話することは、①他者への説明による情報としての知識や技能の構造化、②他者からの多様な
情報収集、③他者とともに新たな知を創造する場の構築と課題解決に向けた行動化への期待、と
いった価値があること。このように、探究的な学習の過程を一層質的に高めていくことが、「深
い学び」につながること。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　他教科等及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を相互に関連付け、学習や生活に
おいて生かし、それらが総合的に働くようにすること。その際、言語能力、情報活用能力など全
ての学習の基盤となる資質・能力を重視すること。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　学校の教育目標を教育課程に反映し具現化していくに当たっては、これまで以上に総合的な学
習の時間を教育課程の中核に位置付けるとともに、各教科等との関わりを意識しながら、学校の
教育活動全体で資質・能力を育成するカリキュラム・マネジメントを行うこと。また、年間指導
計画の中に児童の学習活動を支援してくれる団体や個人を想定し、学習活動の深まり具合に合わ
せて、いつでも連携・協力を求められるよう、日頃から関係づくりをしておくこと。さらに、学
校と保護者とが育成を目指す資質・能力について共有しておくこと。

　探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題
を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴ 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる
概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。
⑵ 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，
まとめ・表現することができるようにする。
⑶ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に
社会に参画しようとする態度を養う。
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⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　道徳科と総合的な学習の時間は、それぞれの目標、内容を有するものであるが、どちらも児童
が自己の生き方を考えることにつながるものであること。児童の道徳性がより発展的、調和的に
育っていくよう、道徳科と総合的な学習の時間における道徳教育との関連を図り、全体として道
徳教育を充実していく必要があること。
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第２　指導計画作成のための資料

１　全体計画例
　ここでは、全体計画を作成する上での具体的な例を示す。
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２　年間指導計画例
「幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思い」「身近な環境問題と自分たちの暮らし」～児童の興味・関心に基づく課題～

○○小学校　第４学年　年間指導計画　『みんな　なかよし　プロジェクト』『○○小 リサイクル部』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けることができる。
・体験を通して得た情報や、他者からの情報を基にして自ら課題を設定できる。
・探究的な学習に主体的・協働的に取り組むことができる。
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「食をめぐる問題とそれに関わる地域の農業や生産者」～地域や学校の特色に応じた課題～

○○小学校　第５学年　年間指導計画　『○○まち探検隊～すごいぞ○○の野菜』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・ 探究課題に対して多面的な視点で探究活動を行うことで、地域の特徴やよさに気付き、探究課題に対す
る自分なりの概念形成をすることができる。
・食をめぐる問題とそれにかかわる地域の農業や生産者について、その努力や工夫に気付くことができる。
・調査して得た情報を基に、比較・分類等の思考を駆使して整理・分析することができる。
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「安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々」～横断的・総合的な課題～

○○小学校　第６学年　年間指導計画　『知ろう！守ろう！わが町の安全』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・ 探究課題に対して多面的な視点で探究活動を行うことで、地域の特徴やよさに気付き、探究課題に対す
る自分なりの概念形成をすることができる。
・ 安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々について、その努力や工夫に気付くことができる。
・ 探究的な学習を基に、「自分にできることは何か」の視点をもって活動したり、自分の思いや考えを振り
返り今後の自分について考えたりすることができる。
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３　単元計画作成のポイント
⑴　単元計画作成の基本的な考え方
　 　総合的な学習の時間では、児童にとって意味のある課題の解決や探究的な学習のまとまりとなるよ
うに単元を計画することが大切である。学習活動の展開においては、育成を目指す資質･能力が育ま
れるように、児童が自ら課題を解決する過程を想定して単元の計画を立てなければならない。
⑵　単元計画作成の留意事項
　〈児童の関心や疑問をとらえ、単元計画につなげていくための三つの留意点〉
　ア 　児童の関心や疑問は、その全てを本人が意識しているとは限らず、無意識の中に存在している部
分も多いと捉えること。（解Ｐ95）

　イ 　児童の関心や疑問とは、児童の内に閉ざされた固定的なものではなく、環境との相互作用の中で
生まれ、変化するものと捉えること。（解Ｐ95）

　ウ 　児童にとって切実な関心や疑問であれば何を取り上げてもよいわけでなく、総合的な学習の時間
において価値ある学習に結び付く見込みのあるものを取り上げて単元を計画すること。（解Ｐ96）

　〈児童主体の学習活動の中で、資質･能力を育成するための二つの留意点〉
　ア 　学習の展開における児童の意識や活動の向かう方向を的確に予測することである。そのためには、
まず児童の立場で考えること。次に複数の教員で予測を行い、意見が異なった点については慎重
に検討すること。また、タイプの異なる児童を想起し、「この児童であればこの場面ではこう考える
のではないか」などと、可能な限り具体に即して丁寧に予測することなどが重要である。

　イ 　十分な教材研究をすること。総合的な学習の時間においては、児童にとって意味のある問題の解
決や探究的な学習活動のまとまりを基に単元を構成するので、その活動の過程において取り扱う内
容は一つとは限らない。一つの単元の中で複数の内容が見込まれることも考えられる。したがって
教材研究においても、できるだけ幅広く拡散的に思考を巡らせていくことが重要である。

⑶　単元計画としての学習指導案
　〈１単位時間の指導計画の作成について〉
　 　単元の指導計画を基に、他者と協働して問題解決したり、言語により分析しまとめたりするなどの
学習活動を工夫し、自己の考えがもてるようにする。特に、課題設定の場面で見通しやゴールのイ
メージをもつこと、整理・分析場面で考えるための技法を活用すること、振り返りにより変容を自覚
し次に生かすことなど、主体的・対話的で深い学びを実現するために探究のプロセスを一層重視する。
　〈単元の計画を具体的に表現するために学習指導案に位置付ける項目〉
　ア　単元名
　　 　児童の学習の姿が具体的にイメージでき、学習の高まりや目的が示唆できるような単元名にする
ことが大切である。

　イ　単元目標
　　 　各学校の目標や内容を視野に入れ、中核となる学習活動を基に構成することが大切であり、どの
ような学習を通して、どのような資質･能力を育成することを目指すのかを明確に示す必要がある。

　ウ　児童の実態
　　 　目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・
能力について、どのような実態であるかを把握することが欠かせない。また、中核となる学習活動
について、どのような経験をもっているのかも明記することが必要である。

　エ　教材について
　　 　教材とは、児童の学習を動機付け、方向付け、支える学習の素材のことであり、単元計画の中
に教材について記すに当たっては、教材の紹介にとどまらず、児童がその教材に出会うことによっ
て学ぶ学習事項について分析し、教材のどこに価値があるのかを具体的に記すことが大切である。

　オ　単元の展開
　　 　目標を実現するのにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資
質・能力、児童の興味･関心を基に中核となる学習活動を設定する。

 
　単元の学習を通して、獲得させたい「概念的な知識」、期待する「思考力、判断力、表現力等」や
「学びに向かう力、人間性等」の伸長を明確にし、児童の興味･関心から始まる学習活動の連続が、探
究的な学習活動となるよう単元を構想しなければならない。



― 195 ―

４　単元計画例
⑴主体的・対話的で深い学びの実現を図る視点から指導を工夫した例
◯　単元名「ぼくらの商店街、パワーアップ大作戦！！」（第３学年）４月～３月　（70時間）
◯　単元目標
　・ 商店街との関わりを通して、商店街の歴史や変化、店員・客の行動や気持ちを解釈し、学習の
筋道を立てることができる。 【知識及び技能】

　・ 情報収集した事柄を基に、新しい概念が形成され、それに基づいてよりよい解決をしようと考
え、判断し、自分なりの表現ができる。 【思考力、判断力、 表現力等】

　・ 人との関わりを通して、よりよい解決をしようとしたり、生活に結び付けて考えたりするとと
もに、自己の成長に気付くことができる。 【学びに向かう力、 人間性等】

◯　児童の実態（省略）
◯　教材について
　　 　正門から駅までの500m の間に個人店がある。２年生の生活科で町探検をしているため存在
は認識しているが、商店街に対してあまり関心がなく、自分の住んでいる街に対して意識が低
い。そこで、自分の住んでいる町にある商店街を学習することを通して、地元のすばらしさを
実感し、自分の住んでいる町に誇りをもち、地元に愛着がわくことを願い、本単元を設定した。

　　 　１年間同じテーマで学習を進めていくためには、１年間もち続ける課題を子供たち自身で見
つける必要がある。課題を見付けるために試行錯誤させ、子供たちの納得いく課題に出会わせ
るようにする。また、グループで店を担当することで情報の広がりをねらった。そして、自分
なりの学習の筋道が得られるように、活動の後には必ず話合いを設定し、学びを深めるように
する。

◯　単元に関する具体の評価規準（省略）
◯　指導計画　　※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現
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課題解決の方法: 
「旗を作って、商店街をパワーアップさせよう」 

単元の課題：にぎやかな商店街を取り戻すため
に、パワーアップさせよう 
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⑵　探究の過程 (スパイラル )を意識して指導を工夫した例
◯　単元名「お米で広がるぼくらの世界」(第５学年 )４月～12月　（45時間）
◯　単元目標
　・ 体験活動と整理・分析活動を連動して協働的に活動することを通して、課題解決のための一連
の学習を学び、米に対する自分なりの概念を形成することができる。 【知識及び技能】

　・ 探究課題に対して多面的な視点から繰り返し関わりながら課題を発見したり、関連付けや比較
等をしながら整理・分析したりすることができる。 【思考力、判断力、表現力等】

　・ 米に関する自分なりの概念を形成するとともに自分の生活を振り返り、どうやって米と付き
合っていくのかを考え実行することができる。 【学びに向 かう力、人間性等】

◯　児童の実態（省略）
◯　教材について
　 　日本人にとって、歴史的に米飯は食生活で欠かせない存在である。しかし、近年の消費量や生
産量は約50年前と比べて半減しており、稲作農家に至っては５分の１にまで減少している。
　 　本単元では、「このままだと自分たちが大人になった時に稲作がもっと衰退してしまうかもし
れない」という危機感の基で学習を進める。ただし稲作が全く無い本校地域の実態を生かし、
「お米の消費を増やすためには？」として稲作から漬け物作りに学習活動を広げていく。そのた
めに『体験活動を繰り返し行うこと』『体験活動を含めた情報の収集後は必ず整理・分析活動を
行うこと』により、課題を更新しながら探究的な活動がスパイラルに発展していくことに留意し
て学習を進めていく。
　 　また、「お米に合うとは何か」「自分にとって日本の食はどんな存在か」等の概念に関する問い
を定期的に記していくことで、児童個々の学びの深まりを見ていくようにする。
◯　単元に関する具体の評価規準（省略）
◯　指導計画　　※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現
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